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織愚纒，轟、壷、盤、，，，轟、轟，
羅
轄

昭和61年4月1日から

　
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
保
険
に
共
通

の
「
基
礎
年
金
」
の
導
入
を
柱
と
し
た

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
が
国
会
で
、
昭
和
六
十
年
四
月
二

十
四
日
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
保
険
、
及
び
船
員
保
険
の
三
制

度
が
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
来

年
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
主
な
改
正
点
を
特
集
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

引
き
上
げ
幅
も
抑
え
る
。
④
婦
人
に
独

自
の
基
礎
年
金
を
支
給
し
、
年
金
権
を

確
立
す
る
。
⑤
二
十
歳
前
の
障
害
者
に

も
障
害
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
ー
で

す
。

三制劇誕うかわる
く船員〉

（報酬比例部分）

険
劉

馨
給

船
僥

21

世
紀
を

　
　
見
通
し
た

　
　
　
　
　
　
　
改
　
正

　
人
口
の
高
齢
化
が
ピ
ー
ク
に
な
る
と

予
測
さ
れ
る
二
十
一
世
紀
の
初
め
。

　
こ
う
し
た
時
代
に
向
け
て
、
公
的
年

金
制
度
の
長
期
的
な
安
定
と
、
公
平
で

つ
り
あ
い
の
と
れ
た
発
展
を
図
る
た
め
、

制
度
改
革
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
改
正
の
主
な
柱
に

な
る
の
は
次
の
五
つ
で
す
。

①
自
営
業
者
等
を
対
象
と
し
た
国
民
年

金
を
、
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
と
そ
の

配
偶
者
に
も
拡
大
し
、
共
通
の
基
礎
年

金
を
支
給
す
る
。
②
厚
生
年
金
保
険
に

船
員
保
険
（
職
務
外
の
年
金
部
門
）
を

統
合
し
、
そ
の
加
入
者
に
は
、
　
「
報
酬

比
例
の
年
金
」
を
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
す
る
。
③
年
金
額
は
、
将
来

と
も
現
行
水
準
に
と
ど
め
、
保
険
料
の

加
入
を

　
　
ひ
ろ
げ
て

　
　
　
　
三
種
類
に

　
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
（
強
制
加
入
被
保
険
者
）

は
次
の
方
々
で
す
。

　
三
種
類
に
分
か
れ
て
い
る
の
は
、
国

民
年
金
保
険
料
の
負
担
方
法
な
ど
が
違

う
た
め
で
す
。

第
【
号
被
保
険
者

　
日
本
に
住
所
の
あ
る
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
自
営
業
者
と
そ
の
配
偶
者

等第
二
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
（
国
民
年

金
と
厚
生
年
金
保
険
の
二
制
度
に
同
時

加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
）

〈民間サラリーマンの妻〉

　　　（任意加入）

国民年金

く民剛ラリゴン＞

　（報酬比例部分）

…厚生年金保険一・

（離盆詣）

号　　　　　　　一じ　　　　　　　rじ　　　　　　　号
　国民年金へ全員加入し、年金給付は下図のようになります

　　（民問サラリーマンと船員は国民年金と厚生年金保険の二制度に同時加入）

〈自営業者＞

国民年金
（
現
行
）

（
新
制
度
）

し
Q

　
　
　
　
胴
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第
三
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
の
被
扶
養
配

偶
者
で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

人　
新
し
い
国
民
年
金
に
は
、
現
行
制
度

と
同
じ
よ
う
に
、
希
望
者
が
加
入
で
き

る
制
度
（
任
意
加
入
被
保
険
者
）
が
あ

り
ま
す
。

　
任
意
加
入
で
き
る
の
は
、
次
の
よ
う

な
方
々
で
、
加
入
す
る
と
、
第
一
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

●
日
本
に
住
所
の
あ
る
二
十
歳
以
上
六

　
　
　
（
　
令

十
歳
未
満
の
学
生
及
び
厚
生
年
金
保
険

等
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受
給
権
者

●
日
本
に
住
所
の
あ
る
六
十
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満
の
人

●
二
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
在
外

邦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

基
礎
年
金
の
費
用
は

　
　
　
　
　
　
公
平
に
負
担

　
基
礎
年
金
の
支
給
に
必
要
な
費
用
は
、

第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
被
保
険

難

難
懸
灘
灘

　
　
　
　
　
灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝：一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■…≡…．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■：＿．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝＝＝’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝畿i＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ii＿　　　　　　　　　　　　　　　　■”一■　　　　　　　　　　　　　　　　＝i＿　　　　　　　　　　　　　　　，一■　　　　　　　　　　　　　　一，　　　　　　　　　　　　＝＝＿關　　　　　　　　　　　一■　　　　　　　　　　　＝＝＿　　　　　　　　　　’ニ　　　　　　　　　■，｝　　　　　　　　’＝．＿甲　　　　　　　　一■　　　　　　　＝＝＿：　　　　＝＝＿＝嘩一■　’＝＝＝淵一一■

者
全
員
が
、
頭
割
り
で
公
平
に
負
担
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
号
被
保
険
者
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
一
人
ひ
と
り
が
、
国
民
年
金
保
険

料
（
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
月
額
六

千
八
百
円
、
五
十
九
年
度
価
格
。
物
価
ス

ラ
イ
ド
あ
り
。
）
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
第
二
号
及
び
第
三
号
被
保
険
者
は
個

別
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
生
年
金
保
険
料
の

中
で
賄
わ
れ
、
厚
生
年
金
保
険
制
度
が

（
、
ヘ
セ

ま
と
め
て
「
拠
出
金
」
と
し
て
国
民
年

金
制
度
に
拠
出
す
る
か
に
ち
に
な
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

　
以
上
、
問
合
せ
は
、
役
場
国
民
年
金

係
へ
（
内
線
二
四
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　
旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
だ
れ
で

も
一
番
気
に
な
る
の
が
宿
。
安
く
て
清

潔
で
、
で
き
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
楽

江
南
村
職
員
を
募
集

　
　
　
　
九
月
二
十
四
日
～
二
十
八
日
受
付

　
次
の
と
お
り
昭
和
六
十
年
度
江
南
村

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
職
務
内
容
及
び
採
用
予
定
人
員

　
一
般
行
政
事
務
　
二
名

　
■
受
験
資
格

　
　
男
女
問
わ
ず
次
の
方
が
受
験
で
き
ま

・
す
。

　
・
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

　
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
者
（
学
歴
不
問
）

　
■
試
験
の
日
時
及
び
場
所

看
藷
試
験

　
・
日
時
…
…
十
一
月
十
日
（
日
）

F
…
…
旧
…
…
糊
阻
…
賑
…
牌
騎
粒
鰹
…
纏
謄

⑫
口
述
試
験
、
身
体
検
査

・
日
時
…
…
十
一
月
二
十
日
の
予
定

・
場
所
…
…
江
南
村
役
場

■
合
否
の
発
表

　
十
一
月
下
旬
に
応
募
者
及
び
推
せ
ん

学
校
に
通
知
。
合
格
者
に
つ
い
て
は
江

南
村
役
場
に
掲
示
。

■
受
験
手
続

　
応
募
書
類
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し

て
江
南
村
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
に
よ
り
申
し
込

む
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
（
採
用
試
験
）

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

し
み
た
い
…
…
そ
ん
な
あ
な
た
に
ピ
ッ

タ
リ
の
宿
泊
施
設
が
、
国
民
年
金
保
養

セ
ン
タ
ー
で
す
。
全
国
の
景
勝
地
の
近

く
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
料
金
も
手
ご

ろ
、
親
切
を
モ
ッ
ト
ー
に
あ
な
た
の
お

い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
県
に
は
、
川
越
市
の
郊
外
伊
佐

沼
の
ほ
と
り
に
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
併
設
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
国
民

年
金
保
養
セ
ン
タ
i
「
む
さ
し
の
」
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は
直
接
セ
ン
タ

ー
ヘ
盈
〇
四
九
二
－
二
四
－
三
二
一
〇

　
九
月
二
十
四
日
か
ら
九
月
二
十
八
日
・
［
・

ま
で
受
付
、
平
日
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
九
時
か
［
”

ら
正
午
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
九
．

月
二
十
八
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
る
。

■
応
募
書
類
の
請
求

ω
高
等
学
校
卒
業
見
込
の
者
は
各
高
等

学
校
に
備
え
付
け
て
あ
る
、
各
高
等
学
．

校
就
職
統
一
用
紙
を
学
校
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

ω
そ
の
他
の
者
は
、
江
南
村
役
場
に
請
”

求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
注
意

ω
応
募
書
類
を
受
理
し
た
場
合
は
受
験
．

票
を
交
付
し
ま
す
。

の
こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、

江
南
村
役
場
総
務
課
へ

　
費
〇
四
八
五
ー
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占皿＿．一．

一一一一一＿＿一一・
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画
－
隅
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
、
襲
圏
馨

躍　　r　　　ず　　　「　　　ド　　　ず　デ　　　・離　　　罐魏　　　’　　、

け
に

　
　
　
　
　
　
纏

轟麗・．

　慧難

螺壌

　
　
嚢

　
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
主
な
も
の
は
今
年
の
九
月

以
降
段
階
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
義
務
、
自
動
二
輪

免
許
取
得
一
年
未
満
の
初
心
者
の
二
人
乗
り
禁
止
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
こ
こ
数
年
増
え
始
め
た
死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ

る
と
と
も
に
。
車
社
会
”
の
新
し
い
秩
序
づ
く
り
を
目
指
す
も
の

で
す
。

シ
ー
犠
灘
礪

義
務
僅
鷹
載
耗
ま
し
た

1
9
月
1
日
か
ら
ー

　
す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、
助
手
席
に
す
わ
る
人
に
も
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
て
か
ら
で
な

い
と
、
車
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
同
時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
後
部
座

席
に
す
わ
る
人
に
対
し
て
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
V
　

又

　
　
　
　
！

　
〈
違
反
し
た
と
き
は
〉

　
高
速
道
路
”
ド
ラ
イ
バ

ー
本
人
が
着
用
し
て
い
な

い
場
合
に
行
政
処
分
点
数

一
点
Q

　
一
般
道
路
“
今
回
の
法

改
正
の
趣
旨
が
ド
ラ
イ
バ

ー
に
徹
底
し
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
意
識
が
向
上
し

た
段
階
で
、
行
政
処
分
点

数
を
付
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
〈
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
な
く
て
い
い

　
　
場
合
〉

　
次
の
よ
う
な
人
は
、
着
用
義
務
を
免

除
さ
れ
ま
す
。

▽
乗
り
降
り
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
郵
便
集
配

車
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー

▽
妊
娠
や
負
傷
し
て
い
る
人
な
ど
、
療

養
上
ま
た
は
健
康
の
保
持
上
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
す
る
の
が
適
当
で
な
い
ド
ラ
イ

、
、

N
i

ノ

▽
体
が
非
常
に
大
き
い
、
あ
る
い
は
小

さ
い
の
で
適
切
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装

着
で
き
な
い
ド
ラ
イ
バ
i

▽
バ
ッ
ク
の
運
転
を
す
る
と
き
の
ド
ラ

イ
バ
ー

　
　
1
9
月
1
日
か
ら
ー

　
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
、
正
当

な
理
由
が
な
く
、
著
し
く
人
に
迷
惑
に

ド
ノ

な
る
騒
音
を
生
じ
さ
せ
る
方
法
で
の
急

発
進
、
急
加
速
、
空
ぶ
か
し
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
〈
違
反
し
た
と
き
は
〉

　
行
政
処
分
点
数
一
点
　
～

　
　
　
　
　
　
・
榊
　
葦
、

　
　
　
　
鯉
　
　
、
、
　
謹
　
　
　
　
、
、
難
、
轟
、

　
　
1
9
月
1
巳
か
ら
1

　
自
動
二
輪
車
の
免
許
を
取
っ
で
一
年

未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
は
、
二
人
乗

り
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
昭
和
五

十
八
年
中

の
二
人
乗

り
運
転
時

の
死
亡
事

故
を
み
る

と
、
約
七

割
が
免
許

取
得
一
年

未
満
の
初

心
置
フ
イ

ダ
ー
で
占

　
　
　
』
）

　　　　　　　襲

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
〈
違
反
し
た
と
き
は
〉

　
行
政
処
分
点
数
一
点
。
反
則
金
四
千

円
。
罰
則
三
万
円
以
下
の
罰
金
。

変
わ
劉
幾
欝
欝

　
ミ
ニ
燵
叢
纏
、
礪
右
折
方
法

－
昭
和
6
1
年
1
月
1
日
－

　
次
の
よ
う
な
道
路
で
は
、
図
の
よ
う

に
曲
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
標
識
で
右
折
方
法
が
指
定
さ
れ
て
い

　
る
交
差
点

②
片
側
三
車
線
以
上
あ
る
道
路
で
信
号

　
機
の
あ
る
交
差
点
（
標
識
等
で
除
外

　
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）

　
つ
ま
り
、
ま
ず
左
端
を
走
り
交
差
点

の
端
を
直
進
し
、
そ
こ
で
車
体
の
向
き

を
変
え
、
進
む
方
向
の
信
号
に
従
っ
て

直
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
灘
藻
蒙
難
鞍
灘
　
　
く
違
反
し
た
場

鰍
縷
鱗
甜

灘
鍵
　
纏

麟
鍵
灘

．雛鞭蕪

馨
羅
　
　
　
　
　
毎
．
　
，

灘皿
羅灘

講

會
灘

議叢

鍵灘

繋
鍵
、

　
　
合
〉

　
行
政
処
分
点
数

一
点
、
反
則
金
二

千
円
。
罰
則
一
万

円
以
下
の
罰
金
ま

た
は
科
料
。

し
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中学校、完成まであと1歩

（＿

（

　
八
月
二
十
二
日
、
中
学
校
校
舎
建
築

委
員
会
が
開
か
れ
、
工
事
の
進
み
具
合

な
ど
北
つ
い
て
、
・
説
明
、
質
疑
や
現
場

の
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
校
改
築
工
事
は
、
昨
年
八
月
着

灘

▲特別教室棟と管理棟

視察する委員のみなさん

工
以
来
一
年
余
り
を
経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
間
工
事
は
順
調
に
進
み
、
第
二
期

工
事
の
管
理
棟
や
特
別
教
室
棟
も
ほ
ぼ

完
成
し
、
残
る
は
外
柵
や
駐
車
場
等
の

工
事
だ
け
と
な
り
、
九
月
末
℃
は
す
べ

て
の
工
事
が
終
え
、
完
成
の
予
定
で
す
。▲委員会のもよう

消
防
職
員
募
集

10

月
1
日
～
1
1
日
受
付

■
試
験
日

　
第
一
次
…
…
…
十
月
十
五
日

　
第
二
次
…
…
…
十
月
三
十
日

■
受
験
資
格

①
受
験
申
込
時
以
降
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、

9月17日（火）～昭和60年

年の家
　ク　ユ　　

能検定試験

整備、和裁、建築大工、

施行、パン製造など

（水）一10月14日（月）

　
　
　
　
　
丁

（
『
○

大
里
村
、
江
南
村
窟
居
住
す
る
方

②
古
同
等
学
校
を
卒
粟
又
は
卒
業
見
込
み

の
方
、
も
し
く
は
こ
れ
ら
の
方
と
同
程

度
以
上
の
学
力
の
あ
る
次
の
方

●
高
校
卒
…
…
昭
和
四
十
一
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

●
短
大
卒
…
…
昭
和
三
十
九
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

受
昭
月
問
深
盈
　
　
実
農
管
受
1
0
実
昭
月
学
昭
う
問
埼
費
埼
a

問
年
㈹

■
　
9
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
幽
目
種
械
水
間
日
験
年
㈲
験
年
1

11月30日（±）～昭和61年

までの問に実施

2月9日、16日、23日

職業能力開発協会
一29－2801
労働部職業訓練課
一24－2111（内線3044）

衛官募集中

●
大
学
卒
…
…
昭
和
三
十
七
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

■
申
込
書
の
受
付

　
十
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で

（
土
曜
午
後
、
日
曜
、
祝
日
除
く
）

■
問
合
せ

　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

　
奮
二
二
i
四
四
四
四
（
内
線
二
〇
五
、

二
〇
七
）

国家公務員

101，400円、賞与年3回

は大学2部、定時制高校
学や通信教育を受ける事
他、希望、適性により、

免許を取得する機会があ

集事務所a22－4855

欄
欄
瑚
舘
舗
噸
技
繊
羅
莇
欄
彫
鰍
梱
瑚
瀬
椚
㈲
舘
琳
醐
誤
醐
自
分
騰
鱒
鰍
馳
蛯
頒
泌
魏
丸
剖
鶴

・心配ごと相談

日、10月22日、午前9時
午

康センター　　　　　　　i
lO月22日は人権相談所も　i
設します。また、弁護士　i■
応じます。　　　　　i

育相談　i告
員会では、毎週火曜日（祝　i

ぞく）午後1時より3時　i■
、教育相談をお受けして　i
　　　　　　　　　　　　i2
んの教育上のことで沿困　i■
がありましたら、お気軽　i

ください。　　　iの
5468（直通）　　　　　　i■
1521（内線37）　　　　　i

政
き
肱
証
訪
飛
献
燗
謙
教
畷
はの
鯛
丸
終
琵
襟
節
節

ρ
有
と
9
分
と
母
な
時
相
　
　
教
日
で
ま
お
の
ご
費

　
　
■
　
3
0
目
　
※
同
も
　
　
　
祭
ま
い
　
り
に

身
特
給
初
そ
希
へ
で
種
ま
問
熊

　
　
　
　
■
　
■

　
　
　
　
年
、
時

集
　
　
伍
火
9

募
一
　
　
　
　
和
の
後

　
　
　
　
昭
週
午

生
家
　
僻
た
～

レ
の
　
㈹
れ
時

ノ
　
　
　
　
　
日
ら
7

一
静
程
募
後

ク
谷
謂
灘

ス
深
日
年
㈹
日

年
一
催
和
器

青
　
開
昭
月

　
　
　
目

、在勤の15歳～30歳ま　i■
少年
　　　　　　　　　　’等
料、教材費自己負担　　iが
法　　　　　　　　　　i各
。定員になり次第締め　i　り

込み書により直接本入　i■

期
6
0
日
曜
象
在
労
用
料
み
着
ω
む

　
　
　
　
、
対
県
の
費
受
申
U
る
申

　
　
2
水
■

在
年

、
少

住
青

内
勤

　
で
■

料
法

無
方
順
申
。

講
込
先
。
込

　
■
　
切
が
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老人クラブゲート・ボール大会

優勝一上押切B
2位一樋春北A
3位一御正第2

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
秋
期
大
会
は
、
八
月
十
三

日
に
千
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
上

押
切
B
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
秋
期
大
会
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ

残
暑
の
き
び
し
い
日
で
し
た
が
、
参
加

し
た
三
十
五
チ
ー
ム
の
お
年
寄
り
た
ち

は
元
気
に
試
合
に
臨
ん
で
い
き
ま
す
ρ

　
試
合
は
四
つ
の
コ
ー
ト
に
分
れ
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
て
い
き
、

そ
の
結
果
、
決
勝
に
勝
ち
残
っ
た
の
は

上
押
切
B
と
樋
春
北
A
チ
ー
ム
。
決
勝

戦
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
好
ゲ
ー
ム
で

し
た
。
ま
づ
リ
ー
ド
し
た
の
は
上
押
切
、

こ
れ
は
楽
勝
か
と
思
わ
せ
ま
し
た
が
、

樋
春
が
す
ば
ら
し
い
追
い
込
み
を
見
せ
、

と
う
と
う
二
一
対
二
一
の
同
点
で
試
合

終
了
。
ル
ー
ル
に
ょ
り
両
者
優
勝
と
い

う
わ
け
に
行
か
な
い
の
で
、
両
チ
ー
ム

全
員
に
よ
り
、
第
一
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
ら

せ
る
競
争
を
行
な
い
、
上
押
切
が
わ
ず

か
の
差
で
優
勝
に
決
ま
り
ま
し
た
。

，
、
）

ン

）

魏、踊．馨鰯同点決勝で第1ゲートをはずし、思わず天

響
讐
聾

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
2
　
1

優 勝
⑳

13

　　　　19

盈
17

小
江
川
西
B

塩
　
　
　
B

下
押
切
C

樋
春
南
A

・
瀬
讐

19

　　　　　　　　　　21

、。1一

16

1523117141⑭

13

監。18819

21

23

23

17

228曝2510稠15

猛、1。1418

表　
　
　
・
1
3

せ合組

8
・勲「

18　15114　　9125

下
押
切
A

野
　
原
　
B

樋
春
北
C

成
沢
第
二

上
新
田
B

上
押
切
B

三
　
本
　
B

千
　
代
　
C

小
江
川
東
B

小
江
川
西
A

柴
　
　
　
A

成
沢
第
一
A

塩
　
　
　
A

千
　
代
　
B

板
　
　
　
井

下
押
切
B

樋
春
北
B

御
正
第
二

樋
春
北
A

三
　
本
　
A

上
新
田
A

小
江
川
東
A

上
押
切
A

御
正
第
一
B

、
野
原
　
A

樋
春
南
B

千
　
代
　
A

国
勢
調
査

一
㌧

‘

ご
協
力
く
だ
さ

　
十
月
一
日
に
は
、
国
勢
調
査
が
全
国

で
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調

査
は
大
正
九
年
に
第
一
回
の
調
査
が
実

施
さ
れ
て
以
来
、
五
年
ご
と
に
行
わ
れ

今
回
は
十
四
回
目
に
当
た
り
ま
す
。
今

回
の
調
査
で
は
、
全
国
で
約
一
億
二
千

百
万
人
、
約
三
千
八
百
万
世
帯
が
対
象

と
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
の
た
め
に

国
勢
調
査
員
が
九
月
下
旬
か
ら
皆
様
の

お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
の
際
に
調

査
票
と
と
も
に
記
入
方
法
な
ど
を
示
し

い

〆
た
「
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い
」

．
を
一
．
緒
に
お
配
り
し
ま
す
。

　
、
調
査
票
は
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
記
入
方
法

や
記
入
に
あ
た
っ
て
の
注
意
を
「
国
勢

調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
に
示
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
調
査
票
を
記
入
す
る

前
に
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
疑
問
、
お
問
い

合
せ
な
ど
に
つ
い
て
は
調
査
員
ま
た
は

役
場
企
画
課
（
内
線
二
一
）
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
（
撒
）
量
擁
）

【
六
月
中
届
出
】

成
沢

　
関
口
　
満
彦
　
三
男
（
茂
　
）

三
　
本

　
中
野
　
康
徳
　
二
男
（
省
　
作
）

須
賀
広

　
新
澤
　
佑
香
　
二
女
（
公
　
平
）

塩　
増
田
　
貴
紀
　
長
男
（
照
　
雪
）

　
萩
原
真
由
美
　
二
女
（
広
　
治
）

板
井

）
朕
）

　
　
　
　
　
　
滋
、

坂
棋
洋
行

柴
崎
雅
子

千
代

　
川
口
裕
紀
子

福
田
　
　
聡

【
七
月
中
届
出
】

三
本

　
長
谷
川
友
美

安
達
純
子

押
切

佐
藤
香
織

樋
春

　
馬
場
雄
一

　
堀
野
貴
之

長
男
（
次
男
）

長
女
（
貞
夫
）

二
女
（
美
智
夫
）

長
男
（
富
士
夫
）

長
女
（
喜
　
一
）

長
女
（
晃
二
）

長
女
（
重
利
）

長
男
（
仁
）

二
男
（
安
　
久
）




